
内容

15分
9：15
～
9：30

講義
及び
演習
6時間

9：30
～
16：15

・介護保険制度の改正等の最新状況や地域包括ケアシステムの構築に向けた現状の取組及び課題
についての講義を行う。
・地域包括ケアシステムの構築に向けて、介護支援専門員が果たすべき役割に関する講義を行う。
・利用者やその家族を支援する上で関連する最新の制度、動向及び社会資源に関する講義を行う。
・介護保険制度や介護支援専門員を取り巻く状況など現状で課題となっている事項に関する講義を行
う。

⑤入退院時等にお
ける医療との連携
に関する事例

講義
及び
演習
4時間

9：00
～
13：00

・各自が担当している入退院時等におけるケースの居宅サービス計画等を持ち寄り、事例に関して分
析した内容の発表、意見交換等を通じて、適切なアセスメントを行う際の留意点や居宅サービス計画
等の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点や必要に応じ根拠となる各種統計
データを活用する等により、別の類似の事例等にも広く対応することができる知識・技術を修得する。
・入退院時等の支援に当たり重要となる各種知識や医療職をはじめとする多職種との連携方法に関
する講義を行う。
・入退院時のケースを検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォーマルサービスも含めた地
域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う。

③看取り等におけ
る看護サービスの
活用に関する事例

講義
及び
演習
4時間

13：45
～
17：45

・各自が担当している看護サービスを組み入れた居宅サービス計画等を持ち寄り、事例に関して分析
した内容の発表、意見交換等を通じて、適切なアセスメントを行う際の留意点や居宅サービス計画等
の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点や必要に応じ根拠となる各種統計デー
タを活用する等により、別の類似の事例等にも広く対応することができる知識・技術を取得する。
・看取り等を含む看護サービスを活用するに当たって重要となる各種知識や医師、看護師等との連携
方法に関する講義を行う。
・看取り等を含む看護サービスを検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォーマルサービスも
含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う。

⑦社会資源の活用
に向けた関係機関
との連携に関する
事例

講義
及び
演習
4時間

9：00
～
13：00

・各自が担当している他の制度（生活保護制度、成年後見制度等）を活用している事例、インフォーマ
ルサービスを提供する事業者との連携が必要な事例等の居宅サービス計画等を持ち寄り、事例に関
して分析した内容の発表、意見交換等を通じて、適切なアセスメントを行う際の留意点や居宅サービ
ス計画等の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点や必要に応じ根拠となる各種
統計データを活用する等により、別の類似の事例等にも広く対応することができる知識・技術を修得す
る。
・他の制度を活用するに当たり重要となる各種知識や関係機関、多職種との連携方法に関する講義
を行う。
・他の制度を活用するケースを検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォーマルサービスも
含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う。

⑧状態に応じた多
様なサービス（地域
密着型サービス、
施設サービス等）
の活用に関する事
例

講義
及び
演習
4時間

13：45
～
17：45

・各自が担当している地域密着型サービス等の多様なサービスを活用している事例等の居宅サービ
ス計画等を持ち寄り、事例に関して分析した内容の発表、意見交換等を通じて、適切なアセスメントを
行う際の留意点や居宅サービス計画等の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点
や必要に応じ根拠となる各種統計データを活用する等により、別の類似の事例等にも広く対応するこ
とができる知識・技術を修得する。
・状態に応じて多様なサービスを活用するに当たり重要となる各種知識や関係機関・介護サービス事
業者との連携方法に関する講義を行う。
・状態に応じて多様なサービスを活用するに当たり、効果的なものとなるようインフォーマルサービスも
含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う。

④認知症に関する
事例

講義
及び
演習
4時間

9：00
～
13：00

・各自が担当している認知症である要介護者等の居宅サービス計画等を持ち寄り、事例に関して分析
した内容の発表、意見交換等を通じて、適切なアセスメントを行う際の留意点や居宅サービス計画等
の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点や必要に応じ根拠となる各種統計デー
タを活用する等により、別の類似の事例等にも広く対応することができる知識・技術を修得する。
・認知症の要介護者等及び家族を支援するに当たり重要となる各種知識及び医療職をはじめとする
多職種や地域住民との連携方法に関する講義を行う。
・認知症である要介護者等の支援方法を検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォーマル
サービスも含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う。

②リハビリテーショ
ン及び福祉用具の
活用に関する事例

講義
及び
演習
4時間

13：45
～
17：45

・各自が担当しているリハビリテーションや福祉用具等を組み入れた居宅サービス計画等を持ち寄り、
事例に関して分析した内容の発表、意見交換等を通じて、適切なアセスメントを行う際の留意点や居
宅サービス計画等の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点や必要に応じ根拠と
なる各種統計データを活用する等により、別の類似の事例等にも広く対応することができる知識・技術
を取得する。
・リハビリテーションや福祉用具等を活用するに当たって重要となる関連知識や歯科医師、リハビリ
テーション専門職等との連携方法に関する講義を行う。
・リハビリテーションや福祉用具等の活用を検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォーマル
サービスを含めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う。

5
日
目

⑥家族への支援の
視点が必要な事例

講義
及び
演習
4時間

9：00
～
13：00

・各自が担当している家族支援が特に必要なケースの居宅サービス計画等を持ち寄り、事例に関して
分析した内容の発表、意見交換等を通じて、適切なアセスメントを行う際の留意点や居宅サービス計
画等の作成における留意点を理解、再確認する。それらの留意点や必要に応じ根拠となる各種統計
データを活用する等により、別の類似の事例等にも広く対応することができる知識・技術を修得する。
・家族に対する支援に当たり重要となる各種知識や関係機関、地域住民をはじめとする多職種との連
携方法に関する講義を行う。
・家族支援が必要なケースを検討するに当たり、効果的なものとなるようインフォーマルサービスも含
めた地域の社会資源を活用したケアマネジメントの展開に関する講義を行う。

2
日
目

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
実
践
事
例
の
研
究
及
び
発
表

4
日
目

令和４年度　介護支援専門員　専門研修課程Ⅱ　プログラム

1
日
目

時間（予定）

オリエンテーション

①介護保険制度及び地域
包括ケアシステムの今後
の展開

3
日
目

専門研修Ⅱ（３２時間＋２時間）　※昼食休憩45分


